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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は,現 代社会 における高学歴女性 の就業構造 と就業経歴の全体的な解明 を,同 時代 の産業
構造および労働市場の編成との関連 を基盤にしなが ら,時 間の概念を含む女性のライフコースの
視点 にたって,日 本と台湾 との実証的な国際比較研究 を通 して行お うとす るものである。特に,技
術革新の高度化が世界的規模で急速 に進展 し,こ れ に伴い産業構造が専門性 を重視 した細分化 と
一方での新たな統合 という方向での再編 に向かっている今 日,女 性が職業に関す る専門的な知識
と技能を取得 した専門職業人 として就業の機会 を得,そ の後の職業キャリア形成 を図るにあたっ
て,高 等教育での専攻分野との関連が一層重要な要件 となることに着 目し,詳 細な実証的な調査
を踏 まえなが ら論証に努めている。本論文は,序 章と8章 から構成されている。その内容 と展開
は以下の通 りである。
第1章 では,本 論文 の目的,視 点 さらには方法が,関 連す る社会学的な先行研究についての検
討を基に,提 示 されている。高学歴女性 を含む女性一般の就業をめ ぐる研究 の主要課題が,就 業
経歴 とその変化に置かれてきた点を強調 している。 日本の女性をめ ぐる性別役割分担に依拠 した
家族および社会の中での地位,お よびそ の役割遂行への社会的な期待が女性の就業構造 と就業経
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歴 を基本的に規定 していることの論証は重要 としなが らも,一 方では高学歴女性の就業をめぐる
多様な観点か らの広範な研究の展開が不可欠であることを指摘 している。その一つに,現 代社会
が高度専門社会へ と移行す る中で,高 学歴女性が専門職業人 として形成,確 率されていくために
求め られる諸条件の検討が考 えられるとし,そ れを目的 とする本論文の研究上の位置づけがなさ
れている。
第D:章 は,日 本の女子労働の全般についての変化 を検討 している。1980年 代のME(MICRO-
ELECTRONICS)化 に代表される新技術 の導入 とサー ビス経済化 の進展は,労 働市場の拡大 と就
業の多様化,性 別職務分離の促進な ど女子労働の需要構造に大きな変動を及ぼ し,高 学歴女性の
労働市場への大量参入をも促 した。後者の動向を詳細 に分析 しているのが第皿章である。最近の
高等教育への女性進学者率の著 しい伸びを反映 し,就 労化は加速的な増加傾向にあるが,4年 制
大学 と短大,専 攻分野間には就業をめ ぐる産業別職種や労働条件 ・内容などに大きな差異 と格差
が存在 していること,ま た高学歴女性へ開放 されている専門 ・技術的職種 も依然 として制約 され
た状況にあることが指摘されている。
第IV章 は,筆 者が本論文 の課題を論証するために試みた事例調査の分析で,後 述する第W章 と
共に本論文の構成で中心的な位置を占めている。国立大学1校,私 立大学2校 を1960年 か ら1985
年までに卒業 した1331名(総 有効 回答者530名)を 対象に,自 記式質問紙法によ り!993年 に試み ら
れた。就業経歴を一環型,転 職型,中 断型,退 職型の4タ イプに分類 し,そ れぞれの就業構造さ
らには転職,一 時退職 中断と再就職,完 全退職の理 由などについて,タ イプ間の特徴的な傾向を
明確に摘出す ることに努めている。
第V章 は,比 較研究の対象である台湾の戦後経済の発展 と女性の就業構造 の変容についてであ
る。労働集約的な製造業を主体 とす る従来型の産業か ら技術革新の導入による高度技術先端型産
業への転換は,女 性労働をめ ぐっても専門技術職種の拡大と単純労働の分厚 い滞留へ と二極分解
を急速 に深める中で,台 湾経済の発展に歩調を合わせ,1985年 以降高等教育への進学率 を上昇さ
せてきている女性は,専 門 ・技術職および事務 販売,サ ービス職などを中心 に積極的に労働市場
への参入 を図っている状況が第VI章 で述べ られている。
第孤 章は,筆 者が台湾での高学歴女性の就業構造 と就業経歴 に関して,私 立総合大学2校 を1966
年か ら1989年 までに終 了した卒業生1068名(総 有効回答は195名)を 対象に,日 本での調査 と同 じ
く自記式質問紙法によって!996年 に試みた調査結果である。第IV章 で述べた 日本 と同 じフレーム
ワー クで分析され,圧 倒的に専門職 事務職 を中心 とす る就業継続型が多 く,し か も大半が高賃
金,高 い労働力の評価 などを求めて転職経験 をもっている。今後 にお いて も強 い転職指 向がうか
がえる。一方,就 業の一時中断や退職の理由は進学な どで,結 婚,出 産,育 児な どによるものは
希少であるとしている。以上の調査結果 を日本のそれ と比較検討 しなが ら,高 学歴女性 の就業構
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造 と就業経歴 をめぐる相違点の要因分析を終章で多面的 ・多角的に試みている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,現 代社会 における高学歴女性の就業構造 と就業経歴を,ラ イフコースの視点 を導入 し
なが ら,実証的に捉え,併 せて高学歴女性の職業キ ャリア形成の今 日的な構造を明 らかに しよ うと
するものである。高学歴女性の就業構造 と就業経歴 に関する研究は,比 較的新 しい分野である。
1980年 代 に入って高等教育への女性の参加が急速に増加 し,従 って高等教育で専門的な知識 と技能
を習得 した女性が労働市場に大量参入 し始め,し かも広範な職業分野において指導的な役割 を担
う状況が形成 確立 されることに伴 い,注 目を集めてきている。しか し,研究の方法な どに未確立な
点が残 されていると同時 に,実 態の現状把握に関 しても十分な蓄積 を得 るまで には至っていない。
こうした研究 をめぐる今 日的な状況の中で,本 論文は以下 の点で今後の発展 に結びつ く成果 を
提示 している。第1点 は,就 業構造 と就業経歴 との統一的な把握に,ラ イフコースの視点 を導入
しなが ら取 り組んでいることである。高学歴女性 を就業(労 働)の 主体者であると同時に,生 活
の主体者 としての側面に着 目し,生 涯 における就業の選択 と継続性,そ の総体 としての職業キャ
リア形成を,高 学歴女性が個人あるいは家族 を単位 とするライ フコースの中で直面す る生活諸状
況,価 値観な どに基づきなが ら,自 らの意志決定 の具体化 された ものとして動態的に描き出して
いる。 これまでは産業構造や労働市場な どの外在的要 因か ら説明される傾向が強 く見 られたが,
新たな視点 として注目できる。第2点 は,研 究の方法 として国際比較を採 り入れた ことである。
このことによって,現 代社会が高度専門社会と称される状況の中で,高 学歴女性 の専門職業人 と
しての形成,確 立が期待 されなが らも,日 本においては出産,子 どもの育児および教育,老 親の
扶養などが依然 として阻害要因として作用 していることを,台 湾 との比較において一層明 らかに
することが可能 となっている。同時にその相違の説明にあたって,従 来は家族制度,伝 統 的な性
別役割分担などとの関連が強調 されたが,個 人の意識 と行動に注視 した新たな視点や分析枠組み
の必要性 を提起 している。第3点 は,高 学歴女性が専門職業人として就業の機会 を得,そ の後の
職業キ ャリア形成 を図るにあたって,高 等教育で履修 した専門教育および研究分野 との関連 の重
要さと,併 せて就業後 のよ り高度な専門知識や技能の習得の必要性 の増大か らも,高 等教育への
役割の大きさを改めて強調 している。
本論文は,文 献 の読解,論 理的な分析や内容の構成などに課題 を残 している。 しか し,高 学歴
女性 の就業構造 と就業経歴 をめぐる研究の一層の展開を期待 させ る斬新 な研究の方法 と視点 の提
起,さ れ にそれ らに依拠 して 日本 と台湾で試みたオ リジナルな実証的調査か ら得 た貴重な原資料
を駆使 し,構 成された本論文は,高 く評価 される。
よって本論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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